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以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
一
五
回
に
わ
た
る
研
究
会
に
お
い
て
各
々
異
な

つ
た
専
門
分
野
の
立
場
か
ら
活
発
な
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
．
本
書
は
そ
の
成

果
の
一
部
で
あ
つ
て
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
つ
て
い
る
。

永
井
陽
之
助
・
神
谷
不
二
共
編

『
日
米
経
済
関
係
の
政
治
的
構
造
』

　
本
書
は
、
日
米
関
係
を
摩
擦
を
大
き
く
し
つ
つ
あ
る
経
済
問
題
を
中
心
と
し

て
、
相
互
対
立
と
緊
張
が
生
じ
た
現
状
を
と
ら
え
、
そ
の
真
の
理
由
が
那
辺
に

在
る
か
を
探
ろ
う
と
意
図
し
た
日
本
国
際
問
題
研
究
所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
を
論
文
集
（
お
よ
び
、
資
料
集
）
の
形
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
た
際
の
問
題
意
識
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
沖
縄
返
還

に
よ
つ
て
日
米
間
の
政
治
問
題
を
め
ぐ
る
摩
擦
は
一
応
背
後
に
し
り
ぞ
く
が
、

繊
維
、
円
切
り
上
げ
、
資
本
“
貿
易
の
自
由
化
な
ど
経
済
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
が

前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
第
一
に
、
ニ
ク
ソ
ソ
“
キ
ッ
シ
ソ

ジ
ャ
ー
外
交
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
米
・
ソ
・
中
・
日
・
西
欧
の
五
大
勢
力
圏
に

よ
る
バ
ラ
ソ
ス
保
持
が
基
礎
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
外
交
戦
略
ゲ
ー
ム
の

次
元
の
問
題
か
、
国
際
経
済
ゲ
ー
ム
の
次
元
の
問
題
か
明
ら
か
で
な
く
、
経
済

”
技
術
の
領
域
に
前
者
の
力
の
論
理
が
介
入
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、

第
二
に
、
経
済
関
係
で
は
内
政
的
要
因
に
拘
束
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
一
定
の

国
家
目
的
か
ら
み
た
合
理
性
の
貫
徹
が
困
難
と
な
る
傾
向
が
あ
る
（
は
じ
め
に
）
．

　
　
　
紹
介
と
批
評

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

付
章

　
目
米
経
済
関
係
ー
そ
の
現
状
と
問
題
点
：
…

　
日
米
関
係
の
経
済
構
造

同
盟
外
交
に
お
け
る
政
治
と
経
済

　
目
米
相
互
理
解
の
ず
れ
：

現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
論
i
ニ
ク
ソ
ソ
新
経
済

政
策
と
の
関
連
で
・

　
日
米
交
渉
に
み
る
政
府
と
企
業

　
日
米
関
係
の
現
段
階
…
…

日
米
繊
維
交
渉
の
経
緯

英
文
資
料

…
嘉
治
元
郎

…
金
森
久
雄

…
永
井
陽
之
助

…
…
本
間
長
世

　
・
富
永
健
一

　
－
鈴
木
幸
夫

；
－
神
谷
不
二

　
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
経
済
の
専
門
家
で
な
い
評
者
に
と
つ
て
す
べ
て
を

紹
介
し
、
批
評
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
評
者
が
関
心
を
い
だ
い
て
い

る
領
域
に
関
す
る
も
の
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　
第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
日
本
経
済
の
躍
進
と
国
際
競
争
力
の
飛
躍
的
増
強

に
よ
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
を
競
争
相
手
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
つ

た
、
そ
の
経
緯
と
、
経
済
的
基
礎
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
特
に
第
二
章
の
金
森

論
文
は
、
1
　
日
米
経
済
の
補
完
性
を
、
①
両
匡
の
経
済
規
模
が
大
き
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
（
五
九
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

と
．
②
経
済
的
補
完
性
が
高
い
こ
と
、
③
戦
後
の
密
接
な
政
治
的
・
文
化
的
結

び
つ
き
、
H
　
経
済
的
対
立
の
原
因
を
、
①
傷
つ
き
や
す
い
分
業
関
係
、
②
日

米
両
国
の
経
済
成
畏
率
格
差
と
貿
易
成
長
率
格
差
、
③
国
際
収
支
の
不
均
衡
、

斑
　
今
後
の
日
米
貿
易
　
N
　
調
和
的
発
展
の
条
件
を
、
①
分
業
の
再
建
、
②

オ
ー
ダ
リ
ー
・
マ
ー
ケ
ヅ
テ
ィ
ソ
グ
．
③
為
替
レ
ー
ト
の
弾
力
性
．
と
い
う
よ

う
に
巧
み
に
整
理
し
て
専
門
外
の
者
に
も
わ
か
り
易
く
、
か
つ
十
分
な
説
得
力

を
も
つ
て
い
る
。

　
第
三
章
の
永
井
論
文
は
、
日
米
繊
維
交
渉
と
一
九
五
七
年
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ク

ミ
ラ
ソ
内
閣
が
行
お
う
と
し
た
ス
カ
イ
ボ
ル
ト
・
ミ
サ
イ
ル
の
米
英
共
同
開
発

を
ア
メ
リ
カ
側
が
拒
否
し
、
両
国
関
係
が
渦
巻
状
に
悪
化
し
た
ス
カ
イ
ポ
ル
ト

事
件
と
比
較
し
て
、
い
く
つ
か
の
類
似
点
を
あ
げ
、
同
盟
外
交
に
ひ
そ
む
間
題

点
を
さ
ぐ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
永
井
教
授
は
「
同
盟
外
交
の
陥
穽
」
（
『
中
央
公

論
』
一
九
七
二
年
一
月
号
）
と
い
う
す
ぐ
れ
た
論
文
を
す
で
に
発
表
し
て
居
ら
れ

る
が
、
本
論
文
も
、
両
事
件
の
類
似
点
、
①
相
対
的
地
位
の
変
動
、
②
交
換
条

件
、
③
技
術
的
問
題
と
政
治
的
問
題
、
④
厚
内
向
け
〃
ポ
ー
ズ
、
⑤
フ
ェ
ア
の

観
念
を
あ
げ
、
さ
ら
に
官
僚
政
治
の
問
題
を
含
め
て
、
　
「
繊
維
闘
ス
カ
イ
ボ
ル

ト
の
誤
解
劇
が
、
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
大
き
な
教
訓
は
、
平
時
の
同
盟
関
係

が
、
い
わ
ぽ
、
二
つ
の
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
つ
官
僚
機
構
同
士
の
特
殊
な

政
治
（
双
方
の
機
構
内
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
の
産
出
す
る
政
策
に
ょ
る
多
元
的
交
渉
）
と
い

う
性
格
を
も
つ
て
い
る
た
め
、
相
手
国
の
政
策
決
定
過
程
の
不
透
明
性
が
、
い

つ
そ
う
誤
解
の
チ
ャ
ソ
ス
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
5
」
（
四
〇
ぺ
ー

ジ
）
と
の
指
摘
は
、
北
京
、
　
ハ
ノ
イ
と
の
交
渉
よ
り
東
京
“
ワ
シ
γ
ト
ソ
の
交

渉
が
時
に
は
難
し
い
実
情
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
一
　
　
菱

　
第
四
章
の
本
間
論
文
嬬
か
ね
て
か
ら
日
米
間
の
相
互
イ
メ
ー
ジ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
（
例
え
ば
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
心
理
的
背
景
」
高
木
八
尺
編

『
日
米
関
係
の
研
究
・
上
』
一
九
六
八
年
東
京
大
学
出
版
会
．
所
収
）
筆
者
が
、
ア

メ
リ
カ
の
対
日
イ
メ
1
ジ
の
バ
タ
ー
ソ
を
摘
出
し
、
理
解
の
ず
れ
を
修
正
す
る

条
件
と
し
て
「
重
要
な
の
は
、
相
手
の
国
に
つ
い
て
の
均
衡
の
と
れ
た
理
解
の

枠
の
よ
う
な
も
の
を
広
く
一
般
国
民
が
抱
き
、
外
交
政
策
立
案
遂
行
に
影
響
を

及
ぽ
す
人
々
が
さ
し
あ
た
つ
て
の
状
況
に
か
ん
す
る
必
要
な
情
報
を
集
め
て
的

確
な
判
断
を
下
す
こ
と
」
と
い
う
指
摘
に
加
え
、
　
「
総
合
的
な
地
域
研
究
と
し

て
の
ア
メ
リ
カ
研
究
を
現
在
よ
り
も
さ
ら
に
高
度
で
組
織
的
な
も
の
へ
と
充
実

さ
せ
る
こ
と
の
必
要
」
を
説
い
て
い
る
の
は
迂
遠
な
よ
う
で
最
も
近
道
で
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
、
日
米
関
係
に
お
け
る
ニ
ク
ソ
ソ
大
統
領
の
行
動
様
式
な
い
し

意
思
決
定
方
式
を
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
構
造
的
特
徴
と
し
て
従
来
か
ら
指
摘
さ

れ
て
ぎ
た
こ
と
が
ら
と
結
び
つ
け
て
説
明
し
た
第
五
章
の
富
永
論
文
は
示
唆
に

富
む
。
ア
メ
リ
カ
社
会
の
多
元
性
、
特
殊
性
を
社
会
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら

分
析
し
て
ニ
ク
ソ
ソ
の
新
経
済
政
策
と
関
連
さ
せ
た
本
論
文
の
よ
う
な
研
究

は
、
か
つ
て
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
が
対
日
政
策
に
大
い
に

活
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
対
米
政
策
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
第
六
章
の
鈴
木
論
文
は
、
筆
者
が
日
本
経
済
新
聞
社
の
論
説
委
員
で
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
．
日
米
経
済
交
渉
を
直
接
見
て
ぎ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
い

く
つ
か
の
点
を
鋭
く
つ
い
て
い
る
。
日
米
の
経
済
関
係
に
お
け
る
誤
解
は
、
e

相
手
国
政
府
が
企
業
に
対
し
て
も
つ
管
理
能
力
の
過
大
評
価
、
⇔
相
手
国
の
経



済
力
と
そ
の
臼
国
に
お
よ
ぽ
す
影
響
の
過
大
評
価
、
日
相
手
に
多
く
妥
協
し
す

ぎ
て
自
己
が
被
害
者
に
な
つ
た
と
い
う
意
識
、
に
あ
る
と
の
指
摘
は
、
一
つ
一

つ
首
肯
で
き
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
最
大
の
誤
解
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
水
準
だ
け
で
は
な
く
、
ワ
シ
ソ
ト
ソ
で
も
有
力
な
「
日
本
株
式
会
社
」
論
で

あ
る
。
　
「
日
本
株
式
会
仕
」
は
結
局
は
人
種
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
相
違
の
み

を
強
調
し
た
「
イ
エ
ロ
ー
・
ペ
リ
ル
」
あ
る
い
は
「
東
洋
の
神
秘
」
的
発
想
で

あ
つ
て
事
実
に
よ
つ
て
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
も
し
現
実
に
「
目
本

株
式
会
社
」
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
日
本
の
高
度
成
長
は
あ
り
え
な
か

つ
た
か
も
し
れ
な
い
と
の
指
摘
は
、
」
・
C
・
ア
ベ
グ
レ
ソ
な
ど
外
国
の
「
日

本
株
式
会
社
」
論
者
に
痛
烈
な
批
判
の
矢
を
放
つ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
、
第

三
の
点
に
つ
い
て
も
、
繊
維
交
渉
の
経
過
を
み
れ
ば
、
日
米
双
方
と
も
妥
協
ば

悪
で
、
原
則
を
守
る
“
筋
を
通
す
こ
と
が
正
し
い
と
い
つ
た
独
善
的
な
感
情
論

に
振
り
廻
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
七
章
の
神
谷
論
文
は
、
ま
ず
、
ニ
ク
ソ
ソ
訪
中
と
沖
縄
返
還
に
よ
つ
て
、

占
領
体
制
と
そ
の
遺
産
と
し
て
の
保
護
h
被
保
護
関
係
に
隈
ど
ら
れ
た
日
米
関

係
の
「
戦
後
」
時
代
が
最
後
的
に
終
つ
た
こ
と
を
確
認
し
、
次
に
七
〇
年
代
に

入
つ
て
か
ら
国
際
政
治
に
お
け
る
日
本
の
立
場
に
つ
い
て
、
　
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
さ
ら
に
は
世
界
の
国
々
の
対
日
観
が
複
眼
的
に
な
つ
て
き
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
．
複
眼
的
と
は
日
本
に
「
す
る
期
待
」
と
「
し
な
い
期
待
」
（
軍
事
で
あ

れ
、
経
済
で
あ
れ
）
を
持
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
．
米

中
接
近
後
の
日
米
関
係
の
将
来
に
つ
い
て
、
楽
観
論
を
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら

た
し
な
め
る
。
e
「
ニ
ク
ソ
ソ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
米
中
接
近
に
よ
つ
て
日
米
間

に
ク
レ
デ
ィ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
O
日
米
間
の
経
済

　
　
　
紹
介
と
批
評

的
あ
つ
れ
き
は
今
後
も
容
易
に
解
消
し
が
た
い
こ
と
．
㊧
日
米
安
保
体
制
も
脆

弱
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
．
そ
し
て
安
保
条
約
の
存
続
は
、
日
米
関
係

の
基
本
的
友
好
と
安
定
を
示
す
政
治
的
シ
ソ
ボ
ル
と
し
て
当
分
の
間
存
続
さ
せ

る
必
要
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
脅
か
す
可
能
性
と
し
て
三
つ
の
ケ
ー
ス
が
出

さ
れ
て
い
る
．
e
日
本
が
日
中
国
交
正
常
化
の
過
程
な
い
し
結
果
に
お
い
て
、

台
湾
地
域
を
安
保
条
約
の
適
用
範
囲
外
と
公
式
に
表
明
す
る
場
合
、
⇔
日
本
側

か
ら
ア
メ
リ
カ
側
に
対
し
て
安
保
条
約
中
の
「
極
東
条
項
」
の
削
除
を
提
案
す

る
場
合
、
日
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
を
含
む
在
目
米
軍
の
費
用
に
つ
い
て
日
本
に
分

担
を
求
め
る
場
合
．
以
上
三
点
は
政
策
レ
ベ
ル
で
の
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
　
「
こ
う
い
う
危
険
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
含
み
な
が
ら
も
、
し
か
し

日
米
同
盟
の
維
持
は
、
予
見
し
う
る
将
来
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
日
米
共
通

の
利
益
で
あ
る
．
そ
し
て
、
そ
れ
を
維
持
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
両
国
の
政
府

と
国
民
の
政
治
的
英
知
と
冷
静
さ
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
．
」
と
の
結

論
が
下
さ
れ
て
い
る
．

　
外
務
省
の
関
係
者
の
協
力
に
よ
る
付
章
目
米
繊
維
交
渉
の
経
緯
は
、
全
体
を

四
ラ
ウ
ソ
ド
に
分
け
、
各
ラ
ウ
ソ
ド
ご
と
に
概
況
が
つ
い
て
居
り
、
分
析
的
で

あ
る
よ
り
、
記
述
的
で
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
の
素
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

　
巻
末
の
英
文
資
料
と
し
て
、
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
の
三
年
間

に
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
た
対
日
記
事
四
十
四
編
と
ピ
ー

タ
ー
ソ
ソ
報
告
が
原
文
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
紙
の
記
事
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
と
い
つ
た
中
央
紙
に
見
ら
れ

な
い
グ
ラ
ス
・
ル
ー
ツ
層
の
対
日
観
を
卒
直
に
表
わ
し
て
い
て
興
味
深
い
。
す

で
に
江
藤
淳
氏
が
こ
う
い
つ
た
地
方
紙
の
記
事
を
手
掛
り
に
し
て
論
文
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
五
九
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

し
て
居
ら
れ
る
が
（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
七
二
年
九
月
号
）
、
西
部
、
あ
る
い
は
南
部

の
地
方
紙
の
反
日
論
の
激
し
さ
は
東
部
重
視
の
日
本
人
に
自
戒
を
迫
つ
て
あ
ま

り
あ
る
。
長
田
研
一
氏
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
解
説
も
こ
の
資
料
を
読
む
に
当
つ
て

大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
六
〇
〇
）

道
で
多
角
的
な
研
究
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感

し
て
筆
を
掴
く
．

　
　
　
　
　
　
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
刊
、
A
5
判
・
二
五
六
頁
、
一
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
井
優

　
以
上
紹
介
し
て
ぎ
た
よ
う
に
、
本
書
は
日
米
経
済
関
係
を
中
心
に
、
イ
ソ
タ

ー
・
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
ア
プ
・
ー
チ
が
行
わ
れ
、
見
事
に
成
功
し
て
い
る

点
を
高
く
評
価
し
た
い
。
報
告
者
、
寄
稿
者
が
、
学
者
、
実
務
家
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
い
つ
た
よ
う
に
多
様
で
あ
り
、
し
か
も
専
攻
が
国
際
政
治
、
ア
メ
リ

カ
史
、
ア
メ
リ
カ
経
済
、
社
会
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
つ
て
い
る
点
も
「
自
分
達

の
土
俵
の
中
で
し
か
通
用
し
な
い
用
語
で
仲
間
ぽ
め
し
合
う
」
弊
害
を
除
く
の

に
効
果
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
望
蜀
の
感
を
い
え
ば
．
大
新
聞
を
中
心

と
す
る
日
本
の
マ
ス
・
コ
、
・
・
の
対
米
論
調
に
つ
い
て
の
分
析
が
欲
し
か
つ
た
。

六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
、
あ
ま
り
に
も
北
京
に
好
意
的

な
中
国
報
道
と
比
較
し
て
、
「
病
め
る
ア
メ
リ
カ
」
の
強
調
、
「
ノ
ー
」
と
い
う

こ
と
が
対
米
自
主
外
交
で
あ
る
か
の
よ
う
な
日
本
の
大
新
聞
の
報
道
姿
勢
は
、

日
米
関
係
の
悪
化
に
か
な
り
の
役
割
を
果
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
神
谷
教
授
の

目
米
同
盟
の
維
持
は
両
国
の
政
府
と
国
民
の
政
治
的
英
知
と
冷
静
さ
に
か
か
つ

て
い
る
と
の
指
摘
は
も
つ
と
も
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
い
た
ず
ら
に
感
情
的
に
捉

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
日
本
の
マ
ス
・
コ
ミ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
日
米
間
の
対
立
は
、
経
済
関
係
の
み
な
ら
ず
台
湾
問
題
の

処
理
、
日
米
安
保
条
約
や
基
地
問
題
．
南
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
諸
問
題
な
ど
に
よ

つ
て
、
決
し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
書
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
地


